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1. 平成24年３月期第１四半期の連結業績（平成23年４月１日～平成23年６月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年３月期第１四半期 89,674 △5.7 20,222 △20.8 15,931 △24.3 9,345 △19.6
23年３月期第１四半期 95,046 △1.1 25,524 1.7 21,053 3.9 11,622 △0.1

(注) 包括利益 24年３月期第１四半期 9,337百万円（△19.5％） 23年３月期第１四半期 11,600百万円（─％）

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円  銭 円  銭

24年３月期第１四半期 16. 09 ─
23年３月期第１四半期 20. 00 ─

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

24年３月期第１四半期 1,263,870 363,790 28.8
23年３月期 1,261,697 363,748 28.8

(参考) 自己資本 24年３月期第１四半期 363,790百万円 23年３月期 363,748百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円  銭 円  銭 円  銭 円  銭 円  銭

23年３月期 ─ 0. 00 ─ 16. 00 16. 00

24年３月期 ─



  
  

   

 

 
  
  
(4) 発行済株式数（普通株式） 

  

 
  

  

 ※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算情報は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外です。なお、こ    
 の四半期決算情報の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手   
 続は終了していません。 

  
  

3. その他

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動  ： 無 
  （連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 
   新規  －社（     － ） 除外  －社（     － ）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用   ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 ① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

 ② ①以外の会計方針の変更 ： 無

 ③ 会計上の見積りの変更 ： 無

 ④ 修正再表示 ： 無

 ① 期末発行済株式数 
  （自己株式を含む）

24年３月期１Ｑ 581,000,000株 23年３月期 581,000,000株

 ② 期末自己株式数 24年３月期１Ｑ          －株 23年３月期      －株

 ③ 期中平均株式数 
  （四半期累計）

24年３月期１Ｑ 581,000,000株 23年３月期１Ｑ 581,000,000株
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当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、依然として厳しい雇用情勢や緩やかなデフレ傾向が

継続し、さらに平成23年３月11日に発生した東日本大震災の影響により、電力供給の制約などに伴い景気

が下振れするリスクが存在し、先行き不透明な状況が続いています。このような状況の下、当社グループ

は様々な営業施策を展開するとともに、経営の一層の効率化に努めてきました。 

しかしながら、当第１四半期連結累計期間の業績は、東日本大震災等の影響により、旅客運輸収入や広

告収入等が減少したため、営業収益が896億７千４百万円（前年同期比5.7％減）、営業利益が202億２千

２百万円（前年同期比20.8％減）、経常利益が159億３千１百万円（前年同期比24.3％減）、四半期純利

益は93億４千５百万円（前年同期比19.6％減）となりました。 

  

セグメントの業績は、以下のとおりです。 

[運輸業] 

運輸業においては、安全・安定輸送の確保を目指して、一層の安全性向上のための設備の整備等を進め

るとともに、お客様のニーズを捉えたサービス及び利便性の向上に取り組みました。 

安全面では、火災対策として、駅構内の避難誘導設備、排煙設備等の整備に取り組みました。さらに、

ホームでの安全対策（転落事故・接触事故の防止等）として有楽町線でホームドアの設置工事を進めてい

ます。 

サービス面では、バリアフリー化を進めるため、エスカレーターを有楽町線有楽町駅において４基設置

するとともに、エレベーターを銀座線銀座駅等２駅において３基設置しました。また、半蔵門線半蔵門駅

において、乳幼児用設備を配備し車椅子及びオストメイト対応を施した多機能トイレを設置しました。 

  営業面では、企画乗車券として、京成電鉄株式会社との「ＫＥＩＳＥＩ ＳＫＹＬＩＮＥＲ ＆ ＭＥＴ

ＲＯ ＰＡＳＳ」の発売を開始し、従来から発売しているメトロパスシリーズと併せてラインナップの充

実を図りました。また、「東日本大震災復興支援企画」として、「東北アンテナショップ応援キャンペー

ン」や「お笑いネタＬＩＶＥ＆オークション」等を実施しました。このほか、スタンプラリー等の各種イ

ベントを開催し、当社及び当社沿線のＰＲを行い、お客様の誘致に努めました。 

  東日本大震災後の電力供給の制約下における節電対策としては、駅構内照明及び車内照明の一部消灯、

駅務機器の一部使用停止等により、使用電力の抑制を図りつつ、お客様の安全と利便性を確保するため、

特別ダイヤでの運行により、安定した輸送の提供に努めています。また、相互直通運転を見合わせていた

一部路線についても、お客様の利便性に配慮し、再開しました。そのほか、エスカレーターについても一

部を除き停止していましたが、お客様の利便性に配慮し、ほぼ全機の運転を再開しました。 

しかしながら、運輸業の当第１四半期連結累計期間の業績は、震災等の影響により特に定期外の不振が

響いたことに伴い旅客運輸収入が減少したほか、広告媒体に係る広告料金収入の減少により、営業収益は

790億２千９百万円（前年同期比6.4％減）、営業利益は182億７千９百万円（前年同期比23.5％減）とな

りました。 

[流通・不動産事業] 

流通・不動産事業においては、より一層の収益拡大を図るため、各種施策を実施しました。 

 流通事業においては、駅構内や高架下のスペースを活用し、商業店舗等の開発を進めています。平成23

１. 当四半期決算に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報
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年６月には、小田急電鉄株式会社との共同事業として、千代田線と小田急小田原線が乗り入れている代々

木上原駅高架下に、商業施設「アコルデ代々木上原」をリニューアルオープンしました。また、Ｅｃｈｉ

ｋａやＥｓｏｌａをはじめとする駅構内店舗や商業ビルで、セール等各種フェアや店舗の入替えを実施し

たほか、提携クレジットカード「Ｔｏｋｙｏ Ｍｅｔｒｏ Ｔｏ Ｍｅ ＣＡＲＤ」については、各種キ

ャンペーンを実施し、新規会員の獲得とカード利用の促進に努めました。 

不動産事業においては、旧渋谷技術区用地を含む東急文化会館跡周辺地区の共同開発事業「渋谷新文化

街区プロジェクト」として、平成24年４月の開業に向けて、「渋谷ヒカリエ」の建設工事を進めていま

す。また、四谷三丁目用地においては、平成26年３月の開業に向け、賃貸マンションの建設工事を進めて

います。 

東日本大震災後の電力供給の制約下における節電対策としては、飲料自動販売機等の消灯や商業施設に

おける照明減光、空調調整及びエレベーター等の一部停止を実施しています。 

流通・不動産事業の当第１四半期連結累計期間の業績は、震災等の影響により、商業施設の売上が減少

し、営業収益は95億１千８百万円（前年同期比0.9％減）となりましたが、経費等が減少したことによ

り、営業利益は12億１千２百万円（前年同期比3.8％増）となりました。 

  

ＩＴ事業においては、社団法人移動通信基盤整備協会と、トンネル内の携帯電話通信環境整備について

合意し、工程やシステムについて協議を行っています。 

広告事業においては、車内デジタル広告「Ｔｏｋｙｏ Ｍｅｔｒｏ Ｖｉｓｉｏｎ」を新たに９編成で

販売を開始し、合計62編成での販売により、一層の収益拡大に努めました。 

東日本大震災後の電力供給の制約下における節電対策としては、ホームデジタル広告「Ｍ Ｓｔａｔｉ

ｏｎ Ｖｉｓｉｏｎ」の一部配信停止を実施しました。そのほか、広告看板の一部消灯を実施していま

す。 

その他事業の当第１四半期連結累計期間の業績は、震災等の影響により、顧客への広告販売が減少し、

営業収益は41億２千３百万円（前年同期比18.0％減）となったものの、それ以上に広告媒体の仕入額が減

少したことにより、営業利益は７億１千６百万円（前年同期比61.4％増）となりました。 

当第１四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ21億７千２百万円増の１

兆2,638億７千万円、負債合計は21億３千万円増の9,000億７千９百万円、純資産合計は４千１百万円増

の3,637億９千万円となりました。 

資産の部の増加については、流動資産が増加したためです。 

負債の部の増加については、前連結会計年度末に計上した工事代等の未払金の支払いがあった一方、

長期借入金の調達により長期債務が増加したこと等によるものです。なお、借入金及び社債の合計残高

は、前連結会計年度末に比べ175億２千４百万円増加しました。 

純資産の部については、概ね前連結会計年度末並みとなりました。 

この結果、当第１四半期連結会計期間末における自己資本比率は、28.8％となりました。 

  
  
  

[その他事業]

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

 資産・負債・純資産の状況
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２．四半期連結財務諸表 
（1）四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成23年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 26,224 26,249

受取手形及び売掛金 1,832 1,814

未収運賃 16,482 16,668

商品 222 223

仕掛品 578 783

貯蔵品 3,628 3,625

繰延税金資産 9,666 7,457

その他 7,482 14,483

貸倒引当金 △58 △61

流動資産合計 66,060 71,245

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 816,636 812,688

機械装置及び運搬具（純額） 127,586 132,858

土地 76,385 76,422

建設仮勘定 41,359 37,299

その他（純額） 9,266 8,549

有形固定資産合計 1,071,233 1,067,818

無形固定資産 88,581 88,113

投資その他の資産   

繰延税金資産 25,879 25,658

その他 9,957 11,051

貸倒引当金 △16 △17

投資その他の資産合計 35,821 36,692

固定資産合計 1,195,636 1,192,624

資産合計 1,261,697 1,263,870

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,024 1,104

1年内返済予定の長期借入金 23,158 39,158

1年内償還予定の社債 50,000 35,000

未払金 36,321 25,666

未払法人税等 13,114 4,455

前受運賃 13,850 16,126

賞与引当金 9,832 5,366

その他 35,276 39,604

流動負債合計 182,577 166,482
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成23年６月30日) 

固定負債   

社債 370,000 370,000

長期借入金 270,682 287,206

退職給付引当金 56,612 57,196

役員退職慰労引当金 304 304

投資損失引当金 1,980 1,980

環境安全対策引当金 1,750 1,750

資産除去債務 1,577 1,577

その他 12,462 13,581

固定負債合計 715,370 733,597

負債合計 897,948 900,079

純資産の部   

株主資本   

資本金 58,100 58,100

資本剰余金 62,167 62,167

利益剰余金 243,445 243,495

株主資本合計 363,712 363,762

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 36 28

その他の包括利益累計額合計 36 28

純資産合計 363,748 363,790

負債純資産合計 1,261,697 1,263,870
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（2）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書 
 第１四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

営業収益 95,046 89,674

営業費   

運輸業等営業費及び売上原価 59,961 60,226

販売費及び一般管理費 9,560 9,225

営業費合計 69,522 69,452

営業利益 25,524 20,222

営業外収益   

受取利息 12 7

受取配当金 2 3

受取受託工事事務費 25 2

物品売却益 111 85

受取保険金 96 18

持分法による投資利益 － 20

その他 131 92

営業外収益合計 381 230

営業外費用   

支払利息 4,661 4,441

持分法による投資損失 2 －

その他 188 79

営業外費用合計 4,853 4,521

経常利益 21,053 15,931

特別利益   

鉄道施設受贈財産評価額 87 245

工事負担金等受入額 － 447

投資有価証券割当益 175 －

その他 29 4

特別利益合計 291 698

特別損失   

固定資産圧縮損 86 556

固定資産除却損 6 6

投資有価証券評価損 85 63

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 1,663 －

その他 11 1

特別損失合計 1,854 627

税金等調整前四半期純利益 19,490 16,002

法人税、住民税及び事業税 6,870 4,221

法人税等調整額 996 2,434

法人税等合計 7,867 6,656

四半期純利益 11,622 9,345
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 四半期連結包括利益計算書 
 第１四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

四半期純利益 11,622 9,345

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △22 △7

持分法適用会社に対する持分相当額 0 △0

その他の包括利益合計 △22 △8

四半期包括利益 11,600 9,337

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 11,600 9,337

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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該当事項はありません。 

  

 前第１四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日） 

  

 
（注）１ セグメント利益の調整額14百万円は、セグメント間取引消去です。 

   ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。 

  

 当第１四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年６月30日） 

  

 
（注）１ セグメント利益の調整額13百万円は、セグメント間取引消去です。 

   ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。 

  

該当事項はありません。 

  

(3) 継続企業の前提に関する注記

(4) セグメント情報等

【セグメント情報】

報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額 
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注）２運輸 流通・不動産 その他 計

営業収益

外部顧客への営業収益 80,639 9,599 4,807 95,046 ― 95,046

セグメント間の内部 
 営業収益又は振替高

3,803 8 221 4,033 △4,033 ―

計 84,443 9,607 5,029 99,080 △4,033 95,046

セグメント利益 23,898 1,168 443 25,510 14 25,524

報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額 
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注）２運輸 流通・不動産 その他 計

営業収益

外部顧客への営業収益 76,285 9,507 3,881 89,674 ― 89,674

セグメント間の内部 
 営業収益又は振替高

2,744 10 242 2,996 △2,996 ―

計 79,029 9,518 4,123 92,671 △2,996 89,674

セグメント利益 18,279 1,212 716 20,208 13 20,222

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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「参考」

鉄  道  運  輸  成  績

前第１四半期 当第１四半期

増減 増減率科    目 自  平成22年４月１日 自  平成23年４月１日

至 平成22年６月30日 至 平成23年６月30日

百万円 百万円 百万円 ％

旅 客 運 輸 収 入

定   期 32,242 31,836 △405 △1.3

定 期 外 42,790 39,512 △3,278 △7.7

計 75,033 71,348 △3,684 △4.9

千人 千人 千人 ％

  輸 送 人 員

定   期 334,957 330,597 △4,359 △1.3

定 期 外 256,071 236,042 △20,028 △7.8

計 591,028 566,640 △24,387 △4.1

（注）記載数値は、百万円未満、千人未満を切り捨てて表示しています。
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